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データベース構成情報を自動生成するExcelブックです。ここでいう構成とはテーブル・ビュー・ストアドプロシージャ・リレーションなどのオブジェクト構成をさします。
データベースオプション、インストールフォルダなどのインフラ構成情報取得は、今後のバージョンで対応を検討しております。
利用シーンとして、データベースの導入やインスタンス作成などの初期インフラ構築を想定したものではなく、プログラム開発の一環としてデータベース利用をした場合の、データベース利用情報を取得することを想定しております。

また、一部実装中の機能をご意見を伺うために提供する場合がございます。
本文賞の記載ルールは以下のようになっております。

シート名：[シート名]

セル項目名：[項目名]

その他項目名、オブジェクト名：[項目名]

セル：セル
入力値、選択値：「値」

1 利用の前提条件

1.1 利用既定
本Excelブック「DB Document Maker.xls」はフリーソフトです。（今後、「本Excelブック」と記載されている場合はDB Document Maker.xlsをさします）
どなたでもご自由にご利用頂けます。ただし、制限もございますので、第７章の利用既定の詳細をご覧ください。

カスタマイズ等も有償にてお受けいたします。

1.2 EXCEL

Microsoft Excel 2000/XP/2003での動作確認をしております。

Visual Basic For Applicationを利用しております。利用の際は、セキュリティレベルを中以下に設定してください。

･･･設定方法は４.1の①にあります。
1.3 制限

データベースエンジンごとに制限や、動作の違いがあります。４章をご確認ください。

正常に動作するようにロックをかけていますが、色や書式などは変更しても動作に影響を与えません。

文言の変更、行や列の変更は動作に影響を与えますので、提出用ブックを生成した後に、その提出用ブックに対して、変更を加えるなどしてください。

マクロは公開しておりません。

2 機能の紹介

2.1 注意!!
本ソフトウェアの機能には、対象となるデータベースエンジンによっては実装されていないものがあります。なるべく共通の機能を持たせるようにしましたが、データベースエンジン自体に無い機能や、機能の共通化した結果、このExcelブックに実装が困難になっために実装していない機能があります。その結果、データベースエンジンによって実装された機能のばらつきがあります。

本章では、なるべく特長がつかみやすいように記載しているため、一部実際の利用結果とそぐわない場合があります。本章は全体機能のおおまかな把握として利用し、データベース別の実装機能は4章をご覧ください。
2.2 特徴

· このExcelブックでは、データベースの情報を取得して、提出用のExcelブックを生成します。


[image: image1]
· データベースに含まれるオブジェクトの一覧、詳細、変更履歴などを作成できるようになっています。

· 動作確認済みデータベースエンジンは、
· MS SQL Server(2000)

· Oracle(8.X, 9.2, 10.X)
· DB2 UDB(8.1.5, 8.2.2)
· MySQL(4.0.20, 5.0.18)
· PostgreSQL(8.1)
· ODBC

です。
稼動確認情報やエンジンごとの制限は、４章に詳細が記載されています。

· ER図を生成します。

· オブジェクト名に基づいた更新履歴を記録することが出来ます。追加処理と判断された場合は、変更内容を確認するダイアログが表示されます。

· ODBC/OLEDB接続からデータベース情報を収集します。
· Excelの利用の手軽さと書式などの変更の手軽さをご利用頂けます。
1 書式や文言を変えるとうまく動かなくなる場合もありますので、変更には注意が必要です。
· 本文章は、最新版への対応が追いついていません。まことに申し訳ありませんが、変更メモ.txtと一緒にご覧ください。

2.3 サンプルでチュートリアル

機能の全容を把握するために、簡単な参考手順を示します。対象はSQL Server2000です。
サンプルとして、こんなデータベースを作成しました。
	オブジェクト種別
	作成したオブジェクト名
	その他

	データベース
	db_test
	

	テーブル
	m_admin(所有者：managers)
m_contract
m_group

m_user

t_log
	いくつかのリレーションを設定

	ビュー
	v_user_w_group
	

	ストアドプロシージャ
	sp_group_move
	


以下の情報でデータベースに接続します。今回は、SQL Server 2000 Desktop Editionを、Excelを起動するコンピュータ上にインストールしています。

	パラメーター
	値
	

	サーバー
	(local)
	localhostで稼動中の場合のSQL Serverの指定方法「.」でも同じです。

	データベース名
	db_test
	

	ユーザー名
	Windows認証を利用しています。ログオンユーザーにアクセス件があります。
	

	パスワード
	
	


以上の情報を使って、データベース情報を取得します。
この参考データベースを作成するDDL文は別途ダウンロード可能です。

1 DB Document MakerのExcelブックをダブルクリックして、開きます。

2 初期設定をします。
(1) [DB Document Maker]タブをクリックします。

(2) B1セルをクリックして、「SQL Server 構成情報」を選択します。

このセルの選択と、対象DB・ADOドライバが一致しない場合はエラーとなります。
(3) データベースへの接続の情報[情報取得用データベース接続情報]を以下のように選択、入力します。ポートは標準ポート利用ですので、空欄です。
[image: image2.emf]接続文字列タイプ

サーバー名

ポート番号

認証タイプ

ユーザー名

パスワード

データベース名

追加の文字列



情報取得用データベース接続情報

OLEDB文字列生成

(local)



Windows認証

db_test



記載しません。


(4) [DB Document Maker設定]の中の[作成者]と[論理構造]を以下のように選択、入力します。
[image: image3.emf]枠を超える文字列長 フィールド名や説明が枠幅より長い場合の処理 折り返す

論理構造 ユーザーに基づく論理構造名 スキーマ

長い１行の処理方法 何もしない

SQL文整形が「文字数で改行」の場合の文字数 80

作成者 下記の名前

作成者が「下記の名前」の場合に氏名入力 真田 一志

精度表示 numeric,decimalなどの数値の精度表示 表示する

キー情報表示 主キー、外部キー、インデックス情報 表示しない

SQL文整形

作成者

DB Document Maker設定


※ SQL文整形とキー情報表示は実装中です。その他追加された機能があります。
(5) 以上で必要な設定は完了ですが、管理や出力のために以下の設定も行います。

[システム情報]は、管理情報です。今回は、以下のように入力しました。

[image: image4.emf]案件名

案件の概要

管理ID/システム名

担当者

システム情報

実験

実験データベース

真田 一志


[提出ドキュメント情報]は、提出用のExcelブックを生成するときの表紙などの情報になります。今回は以下のように入力しました。

[image: image5.emf]タイトル

サブタイトル

会社名・作者名

作成日

バージョン

2006年5月10日

1

提出ドキュメント情報

実験 データベース情報

データベース情報生成

楽々プロジェクト


3 テーブルやビューなどの一覧を取得します。

(1) [オブジェクト一覧]タブへ移動します。
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(2) [オブジェクト一覧作成]ボタンをクリックします。
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(3) 不要なものがあった場合は、[更新ステータス]列で削除など選んでサイドボタンを押すと消えます。今回は、この一覧で問題ありませんので完了です。

4 詳細も含め、出力します。

(1) [詳細作成]をクリックします。シートが順番に出来ます。ER図も出来ます。
(2) 完了したら、中身を確認しましょう。
[m_user (T)]シートを選択すると、以下のようなテーブル情報が出来ています。
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[v_user_w_group (V)]タブはビューですので、ビューのCREATE文も表示されます。
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[ER]タブにはER図が出来ています。
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色でリレーションが判別します。
外部キーのカラム名と、プライマリーキー側のプライマリーをあらわすPが色づけされます。また、その間をつなぐ線も同じ色になります。

プライマリーが同じであれば、複数テーブルとリレーションが組まれていても同じ色になります。

5 変更

一部を変更した場合は、更新したオブジェクトを検知して修正箇所を確認するダイアログがでます。修正は履歴に蓄積されて行きます。
オブジェクト名が変更された場合は、変更を検知出来ません。
6 提出用のブックを作成します。

[データベース情報]シートに移動します。これが、提出用のデータベース情報を入力する欄です。[DB Document Maker]シートに入れた情報は内部管理用、動作用の項目ですが、このシートに入っているのは提出用の情報です。開発環境をもとにデータベース情報を作成して、データベースの接続情報などは本番の情報が必要な場合などがあるため、分かれています。

(1) 必要な情報を入力していきます。変更履歴には自動で今回作成した「初回作成」という情報が入っています。

[image: image11.emf]データベース情報
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既定のデータフォルダ
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2006/5/10 初回作成 真田 一志



インストール情報



変更履歴

SQL Server 構成情報



記載しません。



データベース接続情報

OLEDB文字列生成

(local)



Windows認証

db_test

システム情報


(2) 上部にある[提出用ブック作成]ボタンを押します。

(3) 新規ブックが完成します。ボタンや管理用の領域は削除され、表紙が付きます。2ページの画像は、生成結果です。




3 機能の詳細 各シートの役割
3.1 基本的なシートの役割と、利用手順

シートには以下の役割があります。

[DB Document Maker]

情報取得要のデータベース接続設定、書式や作業履歴者などの設定を行います。

また、提出用のブックの中の中で元となる情報が無い表紙の情報もこのシートで入力します。

[データベース情報]

本Excelブックではなく、開発対象のシステムで利用しているデータベース情報です。提出用のブックに含まれます。

[オブジェクト一覧]

テーブル・ビュー・プロシージャなどのオブジェクトの一覧です。また、作成や更新はこのシートから行います。

[ER]

ER図が生成されます。

[その他の詳細情報]

テーブル・ビュー・プロシージャなどのオブジェクトの詳細です。生成されます。

以上を使って以下のような手順で、DB情報文章を作成します。

1 [DB Document Maker]に情報収集するデータベースへの接続情報を設定します。
2 オブジェクト一覧を作成します。オブジェクト一覧の精査をしてください。この一覧に基づき詳細が作成されます。データベースの変更があった場合も、オブジェクト一覧から修正です。

3 詳細シートを生成します。

4 提出用の情報を入力の上、提出用Excelブックを作成します。

3.2 DB Document Maker
内容：ドキュメント情報、情報取得情報、表示設定

対象データベースエンジンの設定や、データベース接続情報を設定します。

また、折り返し設定などの全体の動作や表示に関する設定を行います。

※ このシートは、提出用ブックに含まれません。

画面構成：
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機能と使い方：
1 エンジンの選択
データベースエンジンを以下の中から選択します。

SQL Server 構成情報

Oracle 構成情報

DB2 構成情報

Postgres 構成情報

MySQL 構成情報

ODBC 構成情報

2 システム情報
管理用の情報です。
3 情報取得用データベース接続情報
データベース情報を取得するための接続情報です。ADO用の文字列を生み出す情報です。

データベースエンジンの種別、接続文字列タイプによっては不要な項目もあります。

· 接続文字列タイプ

データベース接続文字列の種別です。選択内容にあわせてB11とB12のセルの項目が変わります。

(1) UDL

OLEDBの接続文字列定義ファイルUDLを利用します。
このタイプを選択すると、B11セル（下の段の項目名）が「UDLファイルパス」となり、ファイルへのフルパスを入力するようになります。④の[UDL指定]ボタンを押すとファイル選択ダイアログでのUDLファイル指定が出来ます。

通常、ポート番号の指定は不要です（UDLファイル中に記載）。

(2) ODBC DSN

ODBCのデータソース名（DSN）を指定します。前もって、ODBCに登録していて、現在のユーザーで利用可能な状態である必要があります。

このタイプを選択すると、B11セル（下の段の項目名）が「DSN文字列」となり、DSNを入力するようになります。
通常、ポート番号の指定は不要です（ODBC中に記載）。

(3) OLEDB文字列生成

ADOの接続文字列を生成します。
B11セル（下の段の項目名）が「サーバー名」、B12セルがポート番号となりますので、それぞれを指定します。規定値を利用する場合には空欄のままのものもあると思います。
たとえば、SQL Serverで既定のポートを利用しているか、「クライアント ネットワーク ユーティリティ」でポートを指定している場合は、ここでポートを指定する必要はありません。
· 認証タイプ

(1) DB認証

データベースへの認証情報を直接記載します。[ユーザー名]を入力し、パスワードは利用時にダイアログが出ますので入力します。

(2) Windows認証

SQL ServerやDB2など、Windowsやドメインへのログオン情報と連動して認証が得られる場合の認証方式です。現在のログオンユーザー情報を使って認証を行います。
(3) UDL DSNに記載済み

既に、UDLファイルやDSNに記録されており、別途入力が不要な場合に選択します。

· データベース名

利用するデータベース名を入力します。データベースエンジンによっては「スキーマを指定」といった方が伝わるかもしれません。

· サンプル

(1) OracleへODBCを使って接続

· Ver9での作業です。Oracleのホームディレクトリ名がOraHome9です。ODBCドライバーは「Oracle in OraHome9」という名称でODBCに登録されています。

· 以下のようなtnsnames.oraへの記述があるとします。

[image: image13]
ユーザー：myuser

パスワード：myuser

です。

· 以下のようなODBCのデータソースを作成します。
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データソース名：OraDNS

TNSサービス名：oracle

ユーザーID：myuser

を設定しています。

· DB Document Makerを起動して、[DB Document Maker]シートに以下のように記載します。
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タイトルを「Oracle構成情報」に選択変更

接続文字列タイプ：「ODBC DSN」を選択

DSN文字列：OraDSN

認証タイプ：「DB認証」を選択

ユーザー名：myuser

· [オブジェクト一覧]シートに移り、[オブジェクト一覧作成]ボタンをクリックすると以下のようなパスワード確認ダイアログがでますので、「myuser」と入力してOKを押します。

[image: image16.png]A0 REALT T,

e
ok ot





· 一覧が取得できます。同様に詳細情報も取得できます。

(2) PostgreSQLへUDLで接続

· Ver8.1での作業です。インストール先はsv1というサーバーです。

ポートは標準の5432ポートです。クライアントからの接続を許可するために、pg_hba.confファイル中に「host all all 0.0.0.0 trust」という一行を挿入しております。非常にゆるい設定ですので、皆様の環境での記述はご注意ください。
以下のデータベースを利用します。

データベース名：docmaker
ユーザー：docmaker_usr
パスワード：dpcmaker_pass
クライアント側のWindowsにはドライバーをインストールしています。
· 適当な場所にテキストファイルを作成します。今回は、C:\に作成します。ファイル名は「PsUDL.udl」です。拡張子をudlに変更して下さい。このファイルをダブルクリックして開きます。
· 開いたダイアログから、[プロバイダー]タブを選択し、「PostgreSQL OLE DB Provider」を選択して[次へ]ボタンをクリックします。
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· 以下のように設定します。
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· [OK]を押して保存します。

· DB Document Makerを起動して、[DB Document Maker]シートに以下のように記載します。
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タイトルを「Postgres構成情報」に選択変更

接続文字列タイプ：「UDL」を選択

UDLファイルパス：C:\PsUDL.udl

 (UDL指定ボタンを使うと選択ダイアログが出ます。)
認証タイプ：「UDL DSNに定義済み」を選択

[オブジェクト一覧]シートに移り、[オブジェクト一覧作成]ボタンをクリックすると一覧が取得できます。同様に詳細情報も取得できます。

(3) DB2へOLEDB文字列生成で接続

· Ver8.2での作業です。
サーバーsv1上にインストールしています。ポートは標準の50000を利用し、以下のデータベースを利用します。

データベースエイリアス：testdb
ユーザー：db2admin
パスワード：db2pass
クライアント側のデータベースエイリアスをカタログ済みです。

· DB Document Makerを起動して、[DB Document Maker]シートに以下のように記載します。
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タイトルを「DB2構成情報」に選択変更

サーバー名：sv1
ポート番号：50000
認証タイプ：「DB認証」を選択

データベース名：testdb
[オブジェクト一覧]シートに移り、[オブジェクト一覧作成]ボタンをクリックすると一覧が取得できます。同様に詳細情報も取得できます。

(4) MySQL（Ver4.0）へODBCを使って接続

Ver4.0.20での作業です。ローカルにインストールしており、localhostからのアクセスを許可しています。以下のデータベースを利用します。

データベース：db_board
ユーザー：boardusr
パスワード：boardusrpass

MyODBC3.5.1をインストールしています。
· ODBCの[追加]で以下のデータソースを追加しています。以下のドライバーを選択し
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以下の情報を追加します。
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ポートを含め、標準ですので、[Connect Options][Advanced]タブは特に変更いたしません。[OK]をおして完了です。
· DB Document Makerを起動して、[DB Document Maker]シートに以下のように記載します。
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タイトルを「MySQL構成情報」に選択変更

サーバー名：sv1

ポート番号：50000

認証タイプ：「DB認証」を選択

データベース名：db_board
· [オブジェクト一覧]シートに移り、[オブジェクト一覧作成]ボタンをクリックすると一覧が取得できます。同様に詳細情報も取得できます。
(5) SQL ServerへOLEDB文字列生成で接続

第２章をご覧下さい。

5 「⇒データベース情報にコピー」ボタン
本シートのデータベース接続情報は、データベースの情報収集用です。
実際に開発言語から利用する場合は、異なる情報を使っている場合もあれば、本番と開発の環境で情報が異なることもあります。

このため、提出文章用のデータベース接続情報は、[データベース情報]シートに記載します。

もし、このページで入力した接続情報がそのまま提出文章でも利用可能でしたら、このボタンを押すことで、同じ内容がコピーされます。
6 提出ドキュメント情報
提出ドキュメントは、このExcelブックから必要なものをコピーして作成します。ただし、表紙はコピーするものがありませんので、新規に表紙シートを生成します。その表紙用の情報になります。

7 DB Document Maker設定
このExcelブックの動作、設定を行います。

· 枠を超える文字列長

文字列がセルからはみ出す場合の表示方法を設定します。[セル]のプロパティの[配置]の[文字の制御]の設定と同じ動きをします。

(1) 何もしない

何もしませんので、はみ出します。はみ出した先のセルが埋まっている場合は、途中で表示が切れます。

(2) 折り返す

セル内で折り返され複数行になります。

(3) 縮小表示
全体が表示されるように文字を縮小します。

· 論理構造

論理構造名を何と表現するかです。これは、データベースエンジンによってほぼ同じ役割の物が、別の表記をされるためにここで一括指定できるようにしています。

(1) スキーマ

SQL Server以外はスキーマが標準です。

(2) オーナー

SQL Serve用です。

· SQL文整形

· SQL ServerとOracleのみ実装の検証機能です。「何もしない」とすることで通常の動きになります。また、DB2 MySQL, Postgresの場合は、全てがつながったSQL文が生成されますので、SELECT WHERE JOIN ORDER GROUP UNION句で改行を入れて整形します。
ビューやプロシージャのSQL文を表示する場合の整形ルールです。SELECT,INSERT,UPDATE,FROM,WHEREなどの句で改行する整形は、データベースエンジンで自動に行うか、データベースエンジンで行われない場合はプログラムで整形しています。ここで設定するのは句による整形後でも枠を超える長い行の処理です。
(2) 何もしない

(3) 文字数で改行
既定の文字数で改行します。
(4) 前のカンマで改行
既定の文字数の前にカンマが見つかった場合は、そこで改行します。
· 作成者

変更履歴を残すことが出来ます。その作成者（更新者）の名前です。

(1) 空欄
(2) Excelブックの更新者
(3) Excelのプロパティから更新者名を読み取って利用します。

(4) Excelブックの作成者

Excelのプロパティから作成者名を読み取って利用します。

(5) 下記の名前
D31セルの内容を読み取って利用します。
· 精度表示

decimalやnumericなどの精度が存在するデータ型の精度表示です。これらの型を使わない、または使っても標準の場合のみの場合に表示に出来ます。この列の有無にあわせて、各オブジェクト詳細画面の幅も調整されます。
(1) 表示する

(2) 表示しない

経理や財務以外の場合は、数値を使っても整数型や規定値のみ利用する場合があるために、このオプションを利用しています。テーブル単位の選択は出来ません。

· キー情報表示

· SQL Serverのみ実装の検証機能です。「表示しない」とすることで通常の動きになります。

主キー、インデックス、外部キーの詳細情報を作成します。テーブルの詳細情報シートに以下のような項目が追加されます。
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プライマリキー、インデックス情報


8 パスワード再設定
パスワードは起動ごとに処理の初回にダイアログで入力しますが、円滑な操作のため、Excelを閉じるまで記憶されます。このため、このボタンを押すことでユーザーが変更になった場合などパスワードを変更する必要があります。
3.3 データベース情報
内容：提出用のデータベース情報シート

提出用の情報を記載します。

画面構成：
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機能と使い方：
1 提出用ブック作成ボタン

データベース構成情報を作り終えた後に、このボタンを押すと提出用のブックを作成します。提出用のブックは、管理情報やボタン、マクロなどの不要なものを外して、表紙をつけた新規ブックとして作成されます。本章6節に詳細を記載しております。
2 システム情報

3 データベース接続情報

提出用のデータベース接続情報です。このページは、提出用のための文章ですので、[接続の種類]に「JDBC」なども含まれます。

4 インストール情報

データベースエンジンのインストールを行った場合の報告欄です。

5 変更履歴

本文章の変更履歴です。[日付]はシステム日付、[更新内容]は初回「初回作成時」で、2回目から更新内容入力のダイアログが出ます。[更新者]は[DB Document Maker]タブの[更新者]設定に従います。

· このページは、実務にあわせると手を加えたい項目が大きいと思います。たとえば接続情報が複数ある（用途によってユーザーを変えているなど）場合は、接続情報を①②と二つにするなど良いかもしれません。
しかし、[変更履歴]移行は、ドキュメント更新の都度、更新日などが自動で挿入されますので、 [変更履歴]から末尾まではセル名、列などに手を加えないようにしてください。[変更履歴]の先頭はセル名で取得しています。
3.4 オブジェクト一覧
内容：オブジェクト一覧と、データベースからの情報読み取り操作シート

テーブル、ビューなどのオブジェクト一覧を表示するシートです。また、一覧と詳細の処理方法を選択し、実際に処理を行うシートでもあります。

処理の流れは、一覧の作成（更新）⇒詳細の作成（更新）

画面構成：
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機能と使い方：
1 対象（オブジェクト一覧）
本シートのオブジェクト一覧の更新や作成を行う処理の対象を設定します。

(1) 全て再作成

オブジェクト一覧を削除のうえ、全て情報を取り直して作成しなおします。

(2) 既存オブジェクトだけ更新
新規情報を取り出しません。同じデータベース上に異なるシステムのオブジェクトが同居している場合などに、一旦不要なものを削除してから、この選択を利用してください。

一旦、必要なオブジェクトだけに変更した後に、この条件に利用すると、一覧にあるオブジェクトだけ、情報を取得して更新がある場合は更新します。

(3) 新規登録、更新、削除
⑤のオブジェクト別の操作領域から、状態を読み取りながら既存情報とデータベース情報を比較して処理を行います。

新規オブジェクトがあった場合は、追加します。

[更新]ステータスが削除の場合は、情報を削除します。

[更新]ステータスが更新の場合は、更新します。また、更新日を見て日付が新しい場合は更新します（更新日が取得可能なデータベースエンジンのみ）。
· オブジェクト名エンジン側を変更した場合は、その変更を本Excelで検知できませんので、旧オブジェクトを削除ステータスにして、新しい名称で取得しなおし下さい。

2 更新日

更新日の扱い方を設定します。更新日がデータベースから取得できる場合は、データベースの更新と連動しますので問題ありませんが、取得できない場合もありますので、システム日付を利用をして、処理します。そのルールです。
詳細ファイルは、この一覧ファイルをもとに生成され、更新日が変わっていると内容の更新として処理されます。

(1) DBから取得して比較
データベースから更新日を取得します。データベースに更新日が保存されないエンジンの場合は、更新日が取得されます。
(2) 更新ｽﾃｰﾀｽなら処理日
一覧の[更新ステータス]列を「更新」にしている場合は、処理日（システム時間）を更新日として処理します。データベースエンジンから更新日を取得出来ない場合は、この機能を使って強制的に日付を変更できます。

(3) 処理日で無条件更新
一括で、強制的に処理日（システム時間）を更新日として処理します。

3 [オブジェクト一覧生成]処理ボタン

オブジェクト一覧を生成します。①と②の設定により動作がかわります。
4 対象（オブジェクト詳細）

(1) 全て再作成

オブジェクト一覧を削除のうえ、全て情報を取り直して作成しなおします。

(2) 新規登録、更新、削除
オブジェクト一覧と詳細を比較しながら、データの更新を行います。
オブジェクト一覧のみにデータが存在する場合は、新規に作成をします。オブジェクト一覧と日付がことなる場合は、更新処理を行います。
5 [オブジェクト一覧生成]処理ボタン

オブジェクト詳細を生成します。④の設定により動作がかわります。

ER図も同時に生成されます。

6 全て削除ボタン

以下の項目を削除して初期化します。

[データベース情報]の更新履歴の内容
[オブジェクト一覧]のオブジェクト一覧
[ER]内のER図

各オブジェクト詳細シート

7 結果表示

生成を行うとオブジェクト一覧が生成されます。

以下の項目があります。

	項目名
	概要

	No.
	連番です。

	タイプ
	テーブル、ビューなどのタイプです。タイプはエンジンによって異なります。

	オブジェクト名
	名称です。

	スキーマ（オーナー）
	構造定義名です。[DB Document Maker]タブの設定によって項目名が変わります。

	概要
	データベースからコメント、概要、説明などが読み取れる場合は、ここに記載されます。


これ以外の管理用領域の項目はあくまでも管理処理用です。提出用のExcelブックには転記されません。
8 更新用領域

[処理ステータス]に「削除」と「更新」が設定できます。削除は一覧から削除します。また、「更新」がある場合は再度データベースから再度情報を読み取ります。①の設定と連動しますので、注意してください。①が「全て再作成」の場合は

また、データベースエンジンによっては更新日を保存していないものがあります。この場合は、データベース更新の有無が自動で取得できないため、更新に変更してください。

例えば、以下のような設定をした場合に、
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実行結果は、以下のようになります。
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削除に設定した行は消えています。
9 パスワード再設定

パスワードは起動ごとに処理の初回にダイアログで入力しますが、円滑な操作のため、Excelを閉じるまで記憶されます。このため、このボタンを押すことでユーザーが変更になった場合などパスワードを変更する必要があります。

3.5 ER

内容：ER図が生成されます。

詳細情報を作成したときにER図が作成されます。

画面構成：

初期状態では、タイトルしかありません。
[オブジェクト一覧]シートに移り、[オブジェクト一覧作成]を実施すると各オブジェクトの詳細と一緒にER図が生成されます。
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上記の図でいうと、
· テーブル「m_顧客」の「顧客ID」カラムを「t_売り上げメイン」の「顧客ID」カラムが参照。

· テーブル「m_社員」の「社員ID」カラムを「t_売り上げメイン」の「社員ID」カラムと「t_出退勤」の「社員ID」カラムが参照。

· テーブル「m_売り上げ内訳」の「注文No」と「商品番号」カラムのセットを「m_売り上げログ」の「注文No」と「商品番号」カラムのセットが参照。

詳細は次ページにあります。

機能と使い方：

ER図は以下のルールで作成されます。

1 テーブルをボックスで表示します。ボックス内の配置は以下のとおりです。

[image: image30]
オブジェクト名は、スキーマ（オーナー）を含みます。256文字以上の場合は255文字に切り詰められます。
キー情報は、以下のとおりです。

　P

プライマリーキー

　F

外部キー

　In(nは数値)　インデックスで、nが一致するものは同じインデックス内のカラムです。

エイリアスの場合は、以下のようになります。

[image: image31]
2 配置は、左右2列に順番に上から並べます

3 次のテーブルは、一番下のボックスが高い（下に余白が多い方）のその下に配置します。

4 リレーションの線を結びます。オートシェイプのコネクタとして最短距離で結びますので、上下左右どこかの中央から線が引かれます。

5 線の色、文字の色を以下のルールでリレーションの関係を表します。
· コネクタのプライマリー側が矢印

· コネクタの参照側が黒丸

· プライマリーキーのキー情報に色をつける

· 同じ色でコネクタの色をつける

· 同じ色で参照側のカラム名に色をつける

· 同じプライマリーキーを参照している場合は、上記のルールにより同色になります。
· エイリアスへの参照の場合は、元データを見ることを前提として黒い点線で表されます。

· エイリアスにもリレーションが張られるのかどうかは、エンジンに依存します。エンジン側で、エイリアスへの外部キー情報を生成している場合はエイリアスにもリレーションのコネクタが張られます（DB2）。しかし、この場合は黒の点線になります。

3.6 各オブジェクトの詳細ページ

各オブジェクトの詳細ページの構成はデータベースエンジンによって異なります（テーブルはほぼ同じ書式）ので注意が必要です。以下は、サンプルとしてご覧ください。
3.6.1 テーブル

内容：テーブルのカラム情報です。

画面構成：
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機能と使い方：

この画面で使える機能は特にありません。詳細作成時に作成されます。
以下の情報が記載されます。

シート名：テーブル名＋” (T)”
シート名生成ルールの詳細は4.1を参照してください。

タイトル：種別 +  “情報(” + スキーマ + “.” + テーブル名 + “)”
テーブル詳細情報：

テーブル名：

スキーマ（オーナー）：

役割：コメントが取得されて表示されます。[オブジェクト一覧]のコメントと同じです。

カラム情報：

No：１からの連番です。

KEY：キー情報です。

列名：カラム名です。

型：データ型です。自動増分列などの情報も記載されます。上の例では、SQL ServerのIDENTITY属性が記載されています。

サイズ：文字列長などのデータサイズです。

精度：実数の精度です。[DB Document Maker]の[精度表示]で表示・非表示を変更可能です。

NULL：NULLを許可する場合は「OK」、許可しない場合は「NO」が入ります。

規定値：値にNULLが指定された場合の規定値です。

概要：コメントが入ります。
更新履歴：更新履歴が入力されます。

更新日時：データベースから更新日時が取得できる場合はその日時を、それ以外は。

更新内容：初回は「初回作成時」が入ります。それ以外は

更新者：[DB Document Maker]の[更新者]に基づいて入ります。
3.6.2 ビュー

内容：ビュー情報です。CREATE文が入ります。カラム情報が取得できる場合はテーブルと同様のカラム情報が入ります。

画面構成：
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機能と使い方：

この画面で使える機能は特にありません。詳細作成時に作成されます。

CREATE文が記載されます。それ以外の情報は、3.5.2をご覧ください。

SQL全文：SQL文が入ります。
整形のルールはデータベースエンジンと、[DB Document Maker]シートの設定によります。

SQL Serverなどはエンジン側が整形を行いますが、行われない場合はSELECT , UPDATE, INSERT, DELETE, FROM, WHERE, UNIONなどの句で改行が入ります。

3.6.3 プロシージャ・関数

内容：プロシージャや関数の情報です。CREATE文が入ります。カラム情報が取得できる場合はテーブルと同様のカラム情報が入ります。また、カラムのキー情報の変わりに入出力のどちらのカラムかが入ります。

画面構成：

機能と使い方：

この画面で使える機能は特にありません。詳細作成時に作成されます。

以下の情報を除くと、ビューと同じです。3.6.2をご覧下さい。

3.6.4 別名

内容：別名の情報です。元オブジェクト情報が入ります。

画面構成：

元オブジェクトがテーブルやビューの場合
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元オブジェクトが別名の場合
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機能と使い方：

この画面で使える機能は特にありません。詳細作成時に作成されます。

オブジェクト情報の2行目に元オブジェクトの情報が入ります。その他の情報は、

元情報がエイリアスの場合は、

元情報がテーブルの場合は

元情報がビューの場合は

3.7 提出用文章の生成

本Excelブックをそのまま提出すると、スクリプトが付いてきてしまい、表紙も無く、開発と本番でログオン情報が異なるなどの問題が起こってしまいます（また、利用既定として本Excelブックの二次配布を禁止しております）。そのため、提出用のブックを自動生成する機能が付いています。以下のページをコピー、または作成します。
1 表紙

[DB Document Maker]シートの[提出ドキュメント情報]をもとに生成されます。以下の配置になります。
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2 データベース情報
[データベース]シートのE列までを表示します。
3 オブジェクト一覧

1行目と2行目は制御用なので削除されます。同様に、H列とI列、ボタンは削除されます。

4 ER図、各詳細情報

そのまま、コピーされます。
シートコピーには、セル内の情報が255文字までという制限がありますが、SQL文に関しては、別途長い文章もコピーを実施します。
4 データベース別の機能・制限
4.1 EXCEL制限

EXCELの文字列長制限やセルの制限などにかかる場合があります。

1 セキュリティレベル

VBAを利用していますので、VBAを稼動可能なセキュリティレベルにする必要があります。
Excelのメニューで[ツール]⇒[マクロ]⇒[セキュリティ]を選択すると、以下のダイアログがでますので、[セキュリティレベル]を「中」か「低」にしておく必要があります。
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2 シート名の制限

シート名の長さは30文字以内と決まっています。このため詳細情報を作成したときに、シート名がこの長さを越える場合は、以下のルールで文字の切り詰めと連番の付与を行っています。

(1) スキーマ名（オーナー名）が既定の名称の場合

SQL Serverの「DBO」や、Oracleの「PUBLIC」などのスキーマ名は省略致します。これは、名称が長い時だけではなく、既定の動作です。なるべく多くの情報が見て取れるようにシート名も短くなるようにしています。

(2) スキーマ名（オーナー名）が7文字以上の場合は、

スキーマ名（オーナー名）の先頭3文字+~+連番二桁

というルールに従って6文字に切り詰めます。
(3) それでも30文字を超える場合は、オブジェクト名を

オブジェクト名の先頭17文字+~+連番二桁

というルールに従って20文字に切り詰めます。

(4) 以上より

スキーマ名6文字＋オブジェクト名20文字＋[スペース]+”(“＋種別を表す一文字+”)”
で30文字にします。

3 シートコピーの文字列制限

提出用ブックに、必要なシートをコピーしていますがシートコピーの場合にはセル内の文字が255文字までしかコピーされません。

この場合に、ビューやストアドプロシージャなどのCREATE文を含むオブジェクトの場合は、CREATE文のコピーを別途行っています。

それ以外に、更新内容やコメントで255文字を越えている場合は、255文字までしかコピーされません。

4 セルの高さ制限

セルの高さは409ポイントという制限がございます。このため、400ポイント越えた時点で下部のセルと結合しています。これは最大3セル結合つまり1200ポイントまで対応しております。それを越えますとExcelとしてはデータを保存していますが、表示、印刷時に下部が切れて表示されます。

4.2 オブジェクト名変更
エンジン側でオブジェクト名を変更した場合、その変更を検知する手段がほぼありません。

このため、一旦旧オブジェクトを削除するなどの処理が必要です。

オブジェクトIDなどで処理できないかと思ったのですが、オブジェクトIDが無いか、名称を変える＝新規オブジェクトID振りなおしなどが多く、旧名称取得が困難なようでしたので、断念しました。
4.3 ER図の生成

ER図は3.4のルールで生成されます。テーブルの削除や追加を繰り返すうちに見た目が崩れる場合や、複雑なER図だと見難いものになる場合があります。お手数ですが手動で整理ください。

4.4 SQL Server 2000

1 サポートオブジェクト

ビュー、テーブル、ストアドプロシージャ、スカラー関数、テーブル関数、ｲﾝﾗｲﾝ関数をサポートします。
2 OLEDB文字列生成に利用するドライバー

Microsoft OLE DB Provider For SQL Server を利用しています。動作確認済みバージョンはMDACの2.8です。

3 認証
Windows認証をサポートします。

4.5 MySQL

1 サポートオブジェクト

ビュー、テーブル、ストアドプロシージャ、関数

2 OLEDB文字列生成に利用するドライバー

MyOLEDBドライバーを利用しています。動作確認MySQL4.0.20とMyOLEDBnのVer3.0、3.9.1です。
3 Ver5のコメント内容

Ver5の場合に、オブジェクトの概要（コメント）を取得する場合に、テーブルサイズなどの説明が自動で挿入されます。

4.6 PostgreSQL

1 サポートオブジェクト

ビュー、テーブル、ストアドプロシージャ・関数

2 OLEDB文字列生成に利用するドライバー
PostgreSQL OLE DB Providerを利用しています。
4.7 ORACLE

1 サポートオブジェクト

ビュー、テーブル、シノニム、ストアドプロシージャ、関数
2 シノニムのリレーション

シノニムの参照元テーブルに外部からのキー参照がされている場合でも、シノニムへのキー参照情報はER図に記載されません。

3 OLEDB文字列生成に利用するドライバー

Oracle Provider for OLE DBを利用しています。

4 取得単位
ログオンユーザーのスキーマのみが一覧取得されます。

4.8 DB2

1 サポートオブジェクト

ビュー、テーブル、別名、ストアドプロシージャ、関数

2 OLEDB文字列生成に利用するドライバー

3 デーベース接続

[接続文字列生成]を選択した場合に、

· Windows認証を使う場合は、CLIを使って接続しますので、前もってデータベースをカタログ化している必要があります。Windows認証を選択した場合は、本ブックで記載したユーザー名とパスワードを無視してログオンユーザーでの認証を行います。
· 逆に、CLIを使わずに直接サーバーを指定する場合は、ユーザー名/パスワードが必要です。
4 取得単位
データベース内のシステム系のスキーマ（SYSIBM, SYSTOOLS, SYSCAT, SYSCATV82, SQLJ, SYSSTAT）を除く全てのスキーマの情報を取得します。スキーマ指定は今後要望が多ければ実装したいと思います。

5 シノニムのリレーション

シノニムの参照元テーブルに外部からのキー参照がされている場合は、シノニムへのキー参照情報がER図に記載されますが、黒い点線で表されます。

4.9 ODBC
ODBCを利用する場合も、5.2～5.6のデータベースへ接続する場合は接続するデータベースエンジンを選択してください。5.2～5.6に含まれていないデータベースをODBCで利用する場合はODBCのメタデータを使ってドキュメントを作成いたします。

また、ODBCドライバーに依存している部分があり、全てのデータベースについて稼動確認したわけではありませんので、出力結果については、やって見なければわからない部分があります。あまり利用はおすすめしません。
たとえば、JetXXを使ってAccess2003のMDBの構成情報を取得した場合には、テーブルのフィールドの並び順がフィールド名の昇順となり、実際のフィールド順と異なることを確認しております。
5 Tips

5.1 Oracleで複数スキーマからのドキュメントを生成するには

Oracleでは、ログオンしたユーザーとスキーマが一致するものだけを取得します。SQL Serverでは、インスタンスの下にデータベースがあり、さらにスキーマがありますが、Oracleではデータベースがインスタンスと同意になるためです。
この場合は、一旦スキーマAで一覧を作成した後に、スキーマBで追加をオブジェクト一覧に行うと、オブジェクト詳細は一括で作成することが出来ます。

参考手順

① 最初のユーザーでオブジェクト一覧を作成します。
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② 次のユーザーに変更します。ここで以下の2点を忘れないでください。

パスワードの変更が必要な場合は、[パスワードの再設定]ボタンを押して変更します。

作成[対象]を「新規登録、更新、削除」にします。
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③ 詳細作成を行うと、混在した状態で一覧が作成されます。

両方のテーブル情報を抜き出すことができる権限が必要です。
6 利用既定の詳細

本Excelブックはフリーソフトです。どなたでもご自由にご利用頂けます。

免責

このExcelブックの使用によっていかなる損害が生じようと、一切責任は負いません。あらかじめご承知の上ご使用下さい。

サポートについては、無償の場合はご質問に対する確実な回答の有無をお約束しておりません。使っていただける方のサポートはなるべく行いたいのですが、本業優先・生活優先です。時間的に余裕がある場合のみ回答しております。書式や列・行の追加などExcelファイル自体に手を加えている場合はサポートできない場合があります。
出来るだけサポートはするが、本業優先ということです。

もっと確実なサポートを希望される場合や、カスタマイズは、有償にてサポートを承ります。
カスタマイズをおこなった場合に、本ブックのバージョンアップに合わせて、バージョンアップのカスタマイズ対応費用を別途頂戴いたします。
上記の確実というのは、「必ず解決する」という意味ではありません。環境の制限、データベースの制限などにより本Excelブックだけでは解決できない場合などございます。

VBAの公開は致しません。

本Excelブックを、書籍やソフトウェアの一部として含める場合は、ご連絡ください。
連絡先： 真田 一志 swin@yabumi.jp
データベースエンジン
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